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通算 294 回 茅ヶ崎郷土会 史跡・文化財めぐり 

  横浜市中区 

 神奈川県立歴史博物館と 

     付近の博物館施設・中華街を訪ねて 
日時 2019年 7月 3日（水） 

集合 茅ヶ崎駅改札前 8時 50分 

行程 茅ヶ崎駅―桜木町駅―①県立歴史博物館―②横浜開港記念会館―③神奈川県

庁本庁舎―④横浜開港資料館―⑤横浜税関―⑥中華街―関内駅 or石川町駅 

その他 県立博物館その他に入館料が必要です。 

    資料代として会員 200円、会員外 300円を集めます。 

-連絡-山本俊雄 090-6174-2806 尾高忠昭 090-3241-0775 平野文明 090-8173-8845 

会員募集中 

（5～13頁は最終頁からご覧下さい）  
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① 県立歴史博物館  横浜市中区南仲通 5-60 

昭和 42年（1967）3月に旧横濱正金銀行本店の建物を神奈川県が東京銀行より

譲り受け、全国でも先駆的な都道府県立の総合博物館として開館した。初めは、

人文系と自然科学系を合わせた博物館として活動していたが、平成 7年（1995）

に自然科学系が、生命の星地球博物館として小田原に分離独立、開館したことに

伴い、横浜では「かながわの文化と歴史」をテーマに県立歴史博物館として再出

発した。 

一昨年の休館中に 50周年を迎え、昨年 4月末の再開館時には、「つなぐ、神奈

川県博」のテーマのもと、最初の特別展を 51周年記念企画と銘打って行ってい

る。 

特別展は年間 4回ぐらい開催されている。 

建物は旧横濱正金銀行本店本館の旧館部分が国の重要文化財であり、敷地を含

めた旧館部分は国史跡となっている。また、屋上にドームを持つことから「横浜

三塔」でなく、エースのドームを加えた「横浜四塔」として PRしている。ドー

ムの高さは約 36ｍ。 

 

   展示は、常設展として、3階のテーマ 1,2が古代から中世（鎌倉、室町時

代）、その間の中央部分に奈良、平安時代と仏像、国宝円覚寺舎利殿の実寸大の

再現展示模型、2階がテーマ 3、4、5で近世（江戸時代）、近現代（幕末のペリ

ー来航前後から明治、昭和まで）と民俗、間の中央部分に焼き物（真葛焼）と

横濱正金銀行関連が展示されている。1階は普段は展示がなく、特別展示室とな

っている。 

   〈テーマごとの主な展示物〉 

3階は古代（テーマ 1）が、旧石器時代から縄文時代にかけての展示。人々は

相模川の右左岸、特に左岸から境川に挟まれた相模野台地の縁辺部に数個単位の

小集落を営んでいたをあらわす。石器、土器、茅山貝塚の環状集落、吉井貝塚の

模型と縄文海進の地図、ジョウロ塚遺跡の顔面把手土器、三千年前に遡る弥生時

代の進展地図、弥生時代の環濠集落模型、間口洞窟遺跡他の海蝕洞窟遺跡、須恵

器土師器など。 

奈良、平安時代では、相模国の古東海道、平塚の国府跡、高座郡衙跡と七堂伽

藍跡。 

  海老名国分寺の模型、仏像と円覚寺舎利殿の実寸再現展示など。 

   中世（テーマ 2）は、鎌倉時代と後北条氏など東国の歴史と文化、鎌倉のジオ

ラマから相模武士団の分布地図と山内首藤氏の変遷、天養記、三浦大介、頼

朝、時頼の坐像、頼朝袖判下文、蒙古襲来絵詞、後北条氏五代の肖像画、山中

城の模型、鎌倉五山、蘭渓道隆の頂相ほか、鎌倉新仏教、円覚寺仏殿の 1/10の

模型など。 

   2階は江戸時代（テーマ 3）の旅から始まり、旅の携帯道具、東海道、甲州街

道の分間延絵図、県内東海道の 9宿場の浮世絵、稲葉氏と小田原城地図、小田

原城天守閣木組み模型、箱根関所と取締り道具、鶴岡八幡宮寺の絵図、寺院の

出開帳、東海道の浮世絵、相模の天領、旗本領の分布、手広の内海家の模型、

新肴場と附浦 31カ村。 
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   中央（テーマ 4）が青銅製カノン砲、真葛焼の高浮彫と釉下彩、横濱正金銀行

関連、ゆかりの人々ほか、進出支店図など。 

   近現代は開港と近代化として、「鎖国」下の交流で日本誌や別段風説書、安政

五ヵ国条約、開港後の外国人居留地のジオラマ、新橋横浜間の最初の蒸気機関

車模型、4隻のペリー艦隊の模型、戊辰戦争時のしゃぐま（かぶり物）、神奈川

県管内之図、自由民権運動と結社。 

   現代（テーマ 5）の歴史と民俗は、関東大震災、昭和の生活と戦争、東京オリ

ンピック。 

  民俗は武蔵小杉周辺の変遷 3点からムラの儀礼、年中行事など。 

 

② 横浜市開港記念会館  横浜市中区中区本町 1-6 

   明治 42年（1909）の開港 50周年記念事業として計画され、大正 6年

（1917）に完成した。関東大震災による倒壊を経て昭和 2年に復元されたが、

ドームの復元は平成元年になった。同時に国の重要文化財となっている。「横浜

三塔」の一つ「ジャックの塔」の愛称で知られる。塔の高さは約 36ｍ。 

   同場所には元々、福井藩の経営する生糸商「石川屋」があり、その店主の息

子として岡倉天心がここで生まれている。明治になると藩も瓦解し、7年には横

浜町会所が建設され時計台付きの塔で親しまれ、浮世絵にも描かれている。 

 

③ 神奈川県庁本庁舎  横浜市中区日本大通 1 

   現在の本庁舎は 4代目にあたり、昭和 3年 10月竣工。設計はコンペにより小

尾嘉郎（一等賞）案を基に県建築部が実施設計をした。和洋折衷の屋上塔屋に

展望台を持つ帝冠方式で知られている。帝冠方式の建物は国内では愛知県庁、

名古屋市庁舎などに残るが、外国、特に中国東北部にはまだまだ見られるとの

こと。展望台は「横浜三塔」の一つ「キングの塔」と言われている。高さは約

49m。内部も見所が多く見学も可能である。 

 

④ 横浜開港資料館  横浜市中区日本大通 3 

   昭和 56年（1981）、元英国領事館に開館した。領事館は昭和 6年（1931）に

建築され昭和 47年（1972）まで使われていた。中庭にある玉楠の木はペリー来

航時の日米和親条約を見守った初代から数えて 4代目になる。現在は 1、2階に

常設展、2階奥に特別展示室、その他保存資料約 25万点を所蔵している。 

 

⑤ 横浜税関  横浜市中区海岸通 1-1 

   安政 6年（1859）横浜開港と同時に「神奈川運上所」として開設され、明治 4

年（1871）「横浜運上所」に改称、翌明治 5年（1872）「横浜税関」に改称され

た。 

   大正 12年（1923）の関東大震災で庁舎が倒壊焼失したが、帝都復興事業の一

環として昭和 9年（1934）に本関庁舎が完成した。緑青色のドームがシンボル

で、現在も「クイーンの塔」として親しまれている。高さは約 51m。 

 

（山本俊雄）  
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⑥ 横浜中華街  横浜市中区山下町 
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